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火

所

焼

時

も
決
し
て
充
分
だ
と
は
言
へ
な
い
。

た
と
へ
ば
、
財
政
的
に
も
も
っ
と
設
展
し
、
大
身
延
と
し
で
の

資
源
を
豊
富
に
す
る
必
要
が
る
ら
う
。
組
廟
棋
張
の
事
業
は
す
で

に
局
々
と
し
て
進
め
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
支
院
の
布

置
等
も
考
慮
し
、
山
容
を
整
美
す
る
と
と
も
必
要
で
あ
ら
う
。
大

身
延
町
の
都
市
計
査
も
一
考
す
る
必
要
が
あ
ら
う
。
更
に
遠
大
の

計
査
と
し
て
は
．
戒
壇
建
立
の
準
備
を
も
う
今
か
ら
そ
ろ
／
＼
始

め
て
世
〈
の
も
必
要
で
あ
ら
う
。
と
に
か
く
将
来
の
大
宗
門
を
強

想
し
、
そ
れ
に
ふ
さ
は
し
い
大
身
延
を
預
想
し
て
組
て
を
計
蓋
せ

ね
ば
な
ら
ぬ
、
所
謂
身
延
は
末
法
高
年
の
閣
を
照
破
す
べ
き
光
の

大

所

火

焼

。
は

し

t;~ 

き

猛
烈
に
忙
し
い
私
が
、

今
日
本
山
に
上
り
撃
院
の
校
舎
が
大
層
美
し
く

。

根
元
で
る
る
。
大
宗
門
の
身
延
ど
と
ろ
で
は
な
い
。
日
本
の
身
延

で
あ
り
、
東
直
の
身
延
で
あ
り
、
八
紘
一
宇
の
皇
誌
と
四
海
蹄
妙

の
ん
一
以
誌
と
が
宜
現
し
、
事
壇
建
立
の
暁
に
は
宜
に
と
れ
世
界
の
身

延
で
あ
る
。
今
や
そ
の
曙
光
は
正
に
輝
き
そ
め
た
の
で
あ
る
。
今

と
の
新
障
制
樹
立
の
機
運
と
そ
、
身
延
も
ま
た
新
開
制
を
樹
立
す

べ
き
好
機
で
、
と
の
機
舎
に
須
ら
く
遠
大
な
る
米
法
高
年
の
計
葺

大
身
延
雌
立
の
計
査
を
樹
て
L
頂
き
た
い
と
忠
ふ
。

ん
一
部
門
新
開
制
の
樹
立
せ
ん
と
す
る
に
方
り
、
ち
ゃ
う

E
「
棲
紳
」

同
人
よ
り
、
墜
院
創
立
三
十
周
年
記
念
枕
に
寄
稿
を
求
め
ら
れ
た

の
で
柳
か
所
懐
の
一
端
を
述
べ
た
次
第
で
あ
る
。

時

車問

脇

音E

妙、

見
違
へ
る
裁
に
立
汲
に
修
繕
せ
ら
れ
た
と
聞
い
た
の
で
、
行
ワ
で
見
る
と

如
何
に
も
其
の
詔

p
、
貨
に
麗
し
〈
全
然
建
て
更
へ
ら
れ
た
か
の
様
に
第

ワ
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
好
〈
叡
る
ム
」
本
館
は
元
の
鐙
の
が
、
貨
に
上
手
に



改
締
修
飾
且
つ
増
築
披
張
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
そ
と
で
私
は
二
十
幾
年
前
の

背
、
此
の
本
校
舎
の
建
築
費
を
寄
附
し
て
貰
ワ
た
稲
井
勝
武
生
町
の
青
山

市
之
助
氏
に
此
の
事
を
報
ら
せ
た
ら
如
何
に
喜
ば
れ
る
だ
ら
う
と
、
自
ら

も
嬉
し
か
ワ
た
。
二
階
の
各
室
か
ら
新
建
の
部
ま
明
、
一
通

P
瓶
て
軒
町
ら
う

と
す
る
所
に
、
「
棲
紳
」
編
輯
部
の
幹
事
が
来
ら
れ
て
、
三
十
周
年
記
念
競

に
何
か
大
至
急
に
、
其
れ
も
明
後
日
の
締
切

P
の
間
に
合
う
様
に
書
い
て

央
れ
と
の
依
頼
、
曾
て
一
度
随
筆
の
様
な
物
を
閲
し
た
切
P
、
毎
阿
頼
ま

れ
て
も
書
け
た
事
が
無
い
の
で
、
ふ
と
皐
院
と
は
切
っ
て
も
切
れ
ぬ
縁
故

の
深
い
青
山
氏
に
つ
い
て
恕
ひ
出
す
ま
h

に
書
い
て
見
る
事
に
し
た
。

。
豊

年

飢

僅

明
治
十
六
、
七
、
八
の
三
年
積
き
と
か
、
日
本
は
全
園
豊
作
が

続
い
た
。
哀
れ
な
の
は
反
っ
て
農
村
で
、
米
が
汎
濫
し
て
、
一
踊
井

牒
地
方
は
玄
米
間
斗
六
升
俵
が
只
の
登
闘
拾
何
銭
と
い
ふ
嘘
の
様

な
談
。
此
れ
が
賓
際
で
あ
る
事
は
私
が
幼
少
で
常
時
郷
里
繭
岡
勝

で
玄
米
三
斗
四
升
俵
が
‘
菅
の
七
拾
組
閣
銭
で
あ
っ
た
事
を
記
憶
し

て
ゐ
る
。

青
山
氏
の
家
は
頗
る
奮
家
で
、
共
の
別
家
か
或
は
本
家
か
の
影

山
家
か
ら
は
‘
大
道
妙
泰
寺
の
歴
代
日
明
上
人
を
出
し
て
ゐ
る
。

父
は
金
貸
を
業
と
し
て
ゐ
た
。

大

火

焼

時

所

豊
作
飢
僅
の
影
響
は
、
忽
ち
町
の
金
貸
業
に
も
及
ぼ
し
て
、
捜

村
か
ら
の
田
畑
の
抵
営
物
は
、
持
悉
く
質
流
れ
と
な
っ
て
終
っ
た

斯
く
な
っ
て
は
青
山
家
の
財
産
は
無
く
な
る
計
り
か
、
4
4
w

引
勘
定

犬
き
な
負
債
と
な
っ
て
終
っ
た
。
義
理
堅
い
青
山
氏
の
父
は
‘
品
也
、

聞
に
巾
誇
け
無
い
と
、
組
て
の
財
産
抵
営
物
、
家
屋
敷
ま
で
寅
梯

ぃ
、
果
せ
る
だ
け
の
借
債
を
償
い
、
自
ら
は
無
一
物
と
な
り
、
最

早
郷
土
の
土
を
践
ま
ぬ
畳
悟
で
千
個
寺
詩
り
の
姿
に
塑
り
、
暁
に

妙
閤
寺
の
先
祖
の
墓
に
別
れ
を
告
げ
‘
飽
か
ぬ
悲
し
み
の
中
に
武

生
町
を
山
川
立
し
た
。
時
に
市
之
助
氏
は
十
六
歳
。
母
は
巳
に
碍
く

な
っ
て
ゐ
た
。
武
生
の
町
を
離
れ
て
一
軍
一
鯖
江
の
町
が
あ
る
。
内
げ

土
真
宗
0
・
本
山
誠
澄
寺
の
山
門
前
ま
で
来
て
、
親
子
は
諸
に
泣
き

別
れ
を
背
げ
た
。
市
之
助
氏
は
、
私
に
、
慈
の
所
を
語
る
時
に
、

員
賞
数
行
の
涙
を
頬
に
流
し
、
凡
そ
世
の
中
に
、
悲
し
き
事
の
多

く
あ
る
中
に
親
子
の
生
き
別
れ
位
、
つ
ら
い
も
の
は
無
い
と
泣
き

聾
に
話
ら
れ
た
。

市
之
助
氏
は
蹄
る
家
が
無
く
‘
菩
提
寺
妙
閤
寺
に
来
て
、
時
の

住
職
の
愚
者
で
あ
っ
た
森
崎
日
創
師
に
商
合
し
た
ら
、
好
し
共
れ



大

所

火

鏡

時

で
は
寺
に
居
て
、
舎
計
で
も
し
て
居
れ
と
謂
は
れ
て
．
確
か
り
し

た
性
質
で
未
だ
子
供
乍
ら
合
同
計
を
預
か
っ
た
。

。
青

蝋

燭

山

今
歳
計
り
寺
の
舎
計
を
需
し
た
市
之
助
氏
は
、
青
山
家
再
興
の

念
に
燃
え
て
ゐ
た
の
で
、
い
つ
ま
で
寺
に
ゐ
て
も
と
、
親
戚
と
相

t
h号
、
み
孟
号

談
し
て
、
町
の
中
心
地
の
然
も
小
路
の
敷
附
と
一
民
ふ
、
間
口
二
間

の
家
を
借
り
、
僅
か
十
六
歳
乍
ら
濁
り
で
蝋
燭
製
誼
販
買
業
を
創

め
た
。
天
性
正
直
勤
勉
の
市
之
助
氏
、
自
炊
で
殆
ん

E
年
中
、
夜

今
一
時
よ
り
早
く
展
た
事
が
無
く
働
い
た
。
其
の
内
親
戚
の
人
建

が
、
共
れ
を
見
乗
ね
て
、
妻
沿
千
代
さ
ん
を
嫁
取
ら
せ
た
。

誠
貴
の
魂
の
能
っ
た
蝋
燭
は
‘
忽
ち
評
判
と
詩
り
、
町
か
ら
近

郷
に
掛
け
て
青
山
蝋
燭
の
名
で
、
商
買
は
漸
々
に
繁
盛
し
て
来
た

家
政
も
従
っ
て
豊
に
在
っ
た
。

。
父

還

る

商
買
に
夢
中
に
な
っ
て
ゐ
る
幾
年
目
、
風
の
偉
り
に
、
父
親
は

佐
渡
塚
原
根
本
寺
に
、
食
客
と
な
っ
て
ゐ
る
と
の
事
に
‘
大
に
喜

ん
で
直
ぐ
に
迎
へ
に
行
っ
て
、
無
事
に
連
れ
て
師
っ
て
来
た
‘
そ

う
し
て
夫
婦
で
父
を
努
は
り
孝
養
を
励
ん
で
ゐ
た
。
三
年
計
り

L

て
父
は
安
心
の
中
に
．
六
十
飴
歳
を
‘
今
生
の
限
り
と
し
て
、
露

山
博
土
に
往
請
し
た
。
青
山
院
澄
月
日
明
信
士
の
法
蹴
を
私
は
記

憶
し
て
ゐ
る
。

。
訪

問

客

父
親
が
逝
っ
て
聞
も
無
く
、
日
清
戦
争
が
始
ま
っ
て
ゐ
た
。
或

る
朝
、
店
の
前
に
人
力
車
を
乗
り
つ
け
て
、
中
か
ら
現
れ
た
長
腎

の
黒
紋
附
羽
織
に
、
仙
華
干
の
袴
を
着
け
た
‘
大
分
立
波
注
紳
士

が
‘
大
き
な
名
刺
を
出
し
て
、
恭
や
／
＼
し
く
手
を
着
い
て
、

「
私
は
富
山
蘇
：
：
：
郡
：
：
：
村
の
者
、
先
年
貴
氏
の
御
父
に
、
大

恩
に
預
か
っ
た
者
、
疾
く
に
御
踏
に
参
る
ぺ
き
を
‘
あ
れ
被
れ
し

て
謹
く
左
り
、
此
の
度
漸
く
に
都
合
が
つ
き
、
京
都
十
六
本
山
参

詣
を
索
ね
て
賞
家
に
御
曜
に
参
る
ぺ
く
、
往
路
此
の
町
の
米
庄
放

舘
に
宿
り
、
貴
家
の
事
を
等
ね
た
所
、
「
共
の
家
は
解
散
し
且
つ
父

親
は
喪
く
た
り
、
後
檎
は
何
庭
に
往
っ
た
か
判
ら
ぬ
」
と
の
事
に

非
常
に
落
騰
し
て
、
鈴
儀
泣
く
先
に
十
六
本
山
に
参
拝
し
、
師
路

敦
賀
港
ま
で
引
返
へ
し
て
来
て
、
同
所
米
七
銀
舘
に
宿
り
、
歎
息



し
て
貴
家
の
事
を
談
し
た
所
が
．
意
外
に
此
庭
に
替
業
し
て
ゐ
ら

れ
る
事
を
聞
か
さ
れ
、
昨
夜
は
又
此
底
の
米
庄
旗
館
に
泊
り
、
斯

く
た
伺
ひ
致
し
た
共
第
。
大
恩
人
の
御
父
上
に
面
合
出
来
ぬ
は
残

念
だ
が
、
何
卒
沿
位
牌
に
だ
け
た
り
と
も
己
と
の
事
に
、
直
ぐ
奥

の
俳
壇
に
案
内
す
る
と
、
共
の
紳
士
は
暫
く
の
問
、
位
牌
の
前
に

予
を
つ
き
、
涙
を
垂
れ
、
何
や
ら
小
聾
に
頻
り
に
述
べ
て
ゐ
ら
れ

た
が
、
や
が
て
脊
を
炊
き
、
讃
粧
唱
題
を
し
て
、
涙
を
拭
き
、
京

都
か
ら
買
っ
て
来
た
物
だ
ら
う
大
き
な
田
舎
に
は
見
ね
立
誠
左
某

子
箱
を
出
し
、
た
愚
前
に
と
差
し
出
さ
れ
た
。
そ
う
し
て

「
大
居
御
商
賓
が
沿
忙
し
い
様
で
す
が
、
今
夜
沿
隙
が
出
来
ま
し

た
ら
‘
宿
ま
で
hu
出
で
願
び
ま
す
。
是
非
沿
諦
申
し
度
い
事
も
あ

り
ま
ず
か
ら
」
と
の
事
に
、
土
地
名
物
の
庚
聞
の
墨
流
し
の
土
産

を
買
ひ
、
米
庄
強
館
を
訪
れ
る
と
、

h
自
茶
を
汲
ん
で
の
容
の
謂
し

父
親
と
の
因
株
は
斯
う
で
あ
っ
た
。

。
素

E金

者

人

紳
士
の
家
は
宮
山
勝
北
陸
街
道
筋
の
相
営
の
門
構
へ
の
家
で
あ

る
3

或
る
日
の
募
方
近
く
、

一
人
の
千
個
寺
詣
で
の
人
が
来
て
‘

大

時

火

所

焼

門
を
入
り
門
口
に
立
ち
、
太
鼓
を
鳴
し
て
沿
粧
を
上
げ
回
向
を
し

た
。
紳
士
の
妻
は
明
か
の
供
養
を
し
て
、
風
臨
時
か
ら
ぬ
行
者
を

見
て
、
t
d

茶
で
も
召
せ
と
休
稽
を
勤
め
た
3

行
者
は
遠
慮
せ
や
縁

に
腰
掛
け
て
、

「
時
に
、
貴
家
に
は
主
人
か
、
或
は
た
世
摘
憎
か
、
大
事
な
方
に
御

病
人
が
出
来
て
ゐ
る
で
し
ょ
う
」

と
の
事
に
、
妻
が
驚
き
、
共
の
理
由
を
質
し
た
所
、
行
者
は

「
あ
そ
と
に
新
し
く
建
て
L
あ
る
彼
の
便
所
は
、
誠
に
方
角
が
悪

ぃ
、
キ
ツ
と
大
事
な
方
に
崇
っ
て
ゐ
る
佐
官
」

と
‘
奥
の
聞
に
長
の
病
気
に
悩
ま
さ
れ
て
寝
て
ゐ
た
紳
士
、
此
れ

を
耳
に
し
て
這
ふ
て
出
で
、

「
治
千
個
寺
サ
シ
、
そ
う
仰
さ
る
れ
ば
遣
い
無
い
、
私
が
あ
れ
を

建
て
L
聞
も
無
く
寝
つ
い
て
以
来
、
皆
者
も
薬
も
何
等
甲
斐
無
く

只
死
を
待
っ
て
ゐ
る
よ
り
致
方
が
無
い
有
様
、
誠
に
恐
れ
入
り
ま

す
が
、
沿
泊
り
が
願
へ
ま
せ
ぬ
か
」
と
の
事
に
、
先
を
営
て
無
し

の
世
を
明
ら
め
た
市
之
助
の
父
親
、
そ
れ
で
は
と
、
共
の
家
に

四
泊
し
て
、
精
魂
を
翠
め
て
御
粧
を
讃
謂
し
御
題
目
を
唱
へ
、
病



大

所

焼

時

火

気
予
癒
を
祈
っ
て
誼
っ
た
。
感
膳
此
鹿
に
現
は
れ
て
、
滞
在
中
に

紳
士
の
病
気
は
拭
ふ
た
様
に
平
癒
し
た
。
紳
士
は
驚
い
て
、

「
私
の
家
も
代
k

法
華
宗
だ
が
、
法
華
経
が
．
斯
る
有
難
い
御
経

と
は
知
ら
・
な
ん
だ
、
私
も
す
ぐ
に
御
粧
を
習
っ
て
、
他
の
難
債
を

助
け
よ
う
」
と
、
機
悔
的
に
心
に
誓
っ
た
。
共
の
千
伺
寺
は
前
記

の
通
り
佐
渡
に
行
っ
て
、
後
息
子
に
迎
へ
ら
れ
て
‘
武
生
の
家
で

喪
く
な
っ
た
の
で
あ
る
c

紳
士
の
方
は
．
た
寺
に
行
っ
て
熱
心
に
御
粧
を
習
ひ
。
莞
た
た

御
経
で
、
病
人
さ
へ
あ
れ
ば
親
切
に
御
粧
を
讃
ん
で
、
段
A

に
御

利
谷
を
財
閥
は
し
・
：
、
三
年
後
に
は
近
郷
ま
で
大
評
判
と
在
っ
て

来
た
。

。
天

狗

つ

き

あ
る
b
h
r

の
巌
寒
の
零
さ
へ
己
に
積
も
っ
て
ゐ
る
日
、
教
皇
隔
て

六
、
相
営
大
き
友
酒
遣
業
の
、
浮
土
民
宗
の
信
伸
の
家
か
ら
、
，
弐

男
訪
の
二
十
六
歳
が
病
気
だ
か
ら
頼
む
と
の
事
に
、
出
か
け
て
行

っ
て
見
る
と
、
大
男
が
顔
を
真
紅
に
上
気
し
て
、
荒
れ
狂
ふ
て
ゐ

る
の
を
、
此
れ
も
大
男
・
の
酒
男
達
が
五
、
六
人
も
か
L

っ
て
取
り

l叫

押
へ
に
困
ま
っ
て
ゐ
る
。
紳
士
は
手
の
昔
前
け
様
が
無
い
が
、
や
K
M

ら
金
欄
包
み
の
法
華
経
を
取
出
し
て
、
朗
々
と
讃
諦
し
た
。
気
狂

坊
が
此
れ
を
見
て
、

ユ
ツ
と
蹴
み
附
け
、

「
貴
様
、
生
意
気
な
、
法
華
経
だ
・
な
ん
て
、
斯
ん
な
事
が
出
来
る

か
」
と
、
側
の
大
き
左
鎖
火
鉢
に
措
ん
に
起
し
て
る
っ
た
堅
炭
の

中
ヘ
を
雨
の
手
に
山
盛
り
握
ん
で
、

「
ど
う
だ
。
費
接
に
は
出
来
ま
い
が
、
」

と
、
紳
士
の
鼻
の
先
に
突
出
し
た
。
負
け
れ
制
策
の
紳
士
も
、
此
れ

に
は
ギ
ヨ
ツ
と
し
て
色
を
ふ
へ
ひ
‘
局
地
す
所
を
知
ら
な
か
っ
か
一
。

（
し
ま
っ
た
。
沿
れ
も
此
れ
で
ゐ
格
い
か
、
然
し
残
念
だ
。
法
華

経
の
行
者
だ
、
頭
の
山
晴
一
に
山
地
一
ら
れ
た
日
蓮
拍
車
人
の
弟
子
情
那
だ
、

り
さ他

の
借
す
事
が
遣
れ
ね
舎
は
無
い
）
と
．
思
ふ
と
同
時
に
、
紳
士

も
雨
手
に
、
山
盛
り
に
紅
蓮
の
如
き
山
波
大
を
握
み
‘
口
の
中
で

「
大
火
所
焼
時
、
我
此
士
安
穏
」

と
、
力
と
心
と
を
軍
め
て
唱
へ
出
し
た
。
不
思
議
や
高
し
も
熱
さ

を
感
ぜ
ね
。
紳
士
は
徐
り
の
嬉
し
さ
に
、
犬
静
却
を
張
り
上
げ
て
、

「
乙
れ
見
よ
！
」



と
、
叫
ん
だ
。
集
狂
坊
が
此
れ
を
見
て
‘

－
－
コ
ツ
と
笑
ひ
、

「
う
い
た
奴
だ
！
と
れ
や
談
せ
る
わ
い
。
然
し
貴
様
は
え
ら
い
奴

だ
た
。
共
れ
で
は
謂
ろ
で
聞
か
せ
る
が
‘
己
れ
は
立
山
の
天
狗
だ

ぞ
、
此
の
間
己
の
子
供
等
が
‘
此
鹿
の
山
で
無
邪
気
に
遊
ん
で
ゐ

る
所
を
、
と
奴
が
草
刈
り
に
来
て
、
知
ら
や
で
は
b
る
が
、
同
か

ら
民
を
は
じ
き
か
け
や
が
う
た
。
飴
り
の
悪
さ
に
己
が
附
い
て
や

っ
た
が
。
貴
様
に
琵
じ
て
除
い
て
遣
る
。
然
し
貴
様
は
え
ら
い
よ

！
此
れ
か
ら
己
れ
が
力
を
貸
し
て
遺
る
。
然
し
そ
う
謂
う
て
も
信

じ
ら
れ
ま
い
が
‘
先
づ
己
の
姿
を
見
よ
」

と
て
、
直
く
側
で
天
狗
姿
を
影
現
し
て
見
せ
た
。
共
の
姿
は
柏
k

小
男
で
‘
眼
は
ギ
ラ
，
（
h

と
光
り
、
赫
ら
顔
、
鼻
は
鈍
角
・
頭
は

は
げ
て
毛
が
後
に
白
く
長
く
少
し
ば
か
り
生
え
て
を
り
、
緯
に
あ

る
様
な
天
狗
圏
扇
を
片
手
に
持
ち
‘
着
衣
は
澗
の
如
く
縛
く
軽
〈

茜
色
‘
坐
し
て
ゐ
る
の
か
墨
と
の
間
三
寸
計
り
消
え
て
見
え
ね
。

「
好
く
見
よ
、
好
く
見
ょ
‘
も
う
善
い
か
」
と
、
姿
を
消
し
た
。

後
は
略
す
る
。
紳
士
は
天
狗
の
姿
を
見
た
語
り
、
竃
家
に
畜
か
せ

て
‘
大
事
に
所
持
し
て
ゐ
て
、
共
れ
を
市
之
助
氏
に
見
せ
た
の
で

大

時

火

飯

鍵

あ
っ
た
。
私
綱
脇
は
天
狗
な
る
者
を
今
で
も
信
・
守
る
事
は
出
来
由

が
．
共
れ
か
と
て
絶
封
に
否
定
も
た
し
得
ぬ
水
中
に
魚
が
居
り
‘

陸
上
に
動
物
や
人
聞
が
居
る
如
く
、
大
集
中
に
如
何
な
る
生
物
が

存
在
せ
ぬ
と
は
謂
れ
ぬ
か
ら
。
然
し
共
れ
は
兎
に
角
‘
人
の
強
い

精
神
は
不
思
議
な
働
き
を
場
合
に
現
は
す
も
の
で
あ
り
、
卒
常
で

も
精
紳
の
持
ち
方
が
、
共
の
人
の
健
康
上
に
も
、
能
率
の
上
に
、

非
常
駐
る
差
を
生
守
る
事
は
、
日
常
絶
え
や
味
ふ
て
ゐ
る
事
で
あ

り
、
曳
い
て
唯
心
法
界
一
念
三
千
の
悌
の
た
悟
り
も
、
疑
へ
ぬ
事

で
あ
り
、
久
遠
本
僻
の
璽
在
を
信
ぜ
ざ
る
を
得
む
の
で
あ
る
。

ハ
格
り
〉

附
詔
本
文
は
文
中
に
も
る
る
通

P
小
企
の
無
穏
な
要
求
を
心
良
〈
引

受
け
ら
れ
御
多
忙
中
二
晩
の
睡
眠
時
間
を
節
し
て
書
か
引
い
た
も

の
で
す
、
四
十
枚
に
わ
た
る
原
稿
で
し
た
が
紙
面
の
都
合
に
よ

P
字
分
に
し
た
事
を
謹
ん
で
執
筆
者
に
お
詑
申
上
ま
す
・

（
石
川
生
）

五


